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道路管理では，道路上に設置された機器や車載機器から得られる様々な道路交通データを用いて，渋滞

予測や，道路整備や改良の効果計測等の分析が行われている．しかし，これらの道路交通データは，定量

的・客観的であるため，道路利用者の所感等の主観的なことは明らかにはできない． 

本研究では，道路利用者の移動目的や所感等を含む移動情報をマイクロブログから推定する分析手法を

考案し，交通量変化の要因分析等での活用可能性を評価した． 
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1. はじめに 

 

道路管理では，事故や渋滞等の交通現象に対し，逸早

く適切に対応・改善することが求められる．そのため，

道路管理者はトラフィックカウンターや監視カメラ等を

道路上に設置し，道路状況を常時監視している．また，

車載機器等から得られるプローブデータを用いて，交通

流の把握，潜在的事故危険地点の特定や道路整備・改良

後の効果計測等が行われている1),2)．これらの取り組みに

より，交通現象を定量的かつ客観的に捉えることができ

る．一方，道路利用者の所感等の主観を得ることはでき

ない． 

近年広く普及したSNS（Social Networking Service）の一

種であるマイクロブログのTwitterに注目すると，日々膨

大なつぶやき（以下「ツイート」という．）がインター

ネット上に投稿されている．これらのツイートの中には，

道路利用に係わる内容も含まれており，その内容を解析

する既存研究3-6)がある．その一例として，ツイートを解

析して道路事業に係わるニーズや感想を取得できること

を示した研究3),4)や，観光地での移動情報を分析した研究
5),6)がある．これらの研究成果を活用することで，道路利

用に係わる所感等の主観的な情報を取得できる． 

例えば，交通量等の定量的なデータに対して，道路利

用者の意見等の主観的なデータを合わせると，交通量変

化の要因分析等の活用に期待できる．著者らは，定量

的・主観的データの特長に着目し，現状の道路管理から

得られる情報と所感等の道路利用に係わる情報とを関連

付ける研究に取り組んでいる3)． 

本研究の目的は，定量的なデータでは把握ができない

通勤や観光等の道路利用者の移動目的や行動をツイート
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から抽出する手法を提案することとした．まず，第2章

にて道路利用者のツイートを収集し，その傾向を把握す

る．次に，第3章にて道路利用者の移動情報の推定手法

を考案する．そして，第4章にて，実証実験を行い道路

利用者の移動情報の推定可能性を評価する．最後に，第

5章で本研究を総括し，今後の展望を述べる． 

 

 

2. 道路利用者のツイートの調査 

 

(1) 調査目的 

本調査では，道路に係わるツイートから道路利用者の

行動分析の可能性を検証するため，道路に係わるツイー

トを収集し，その内容や特性を分析する． 

 

(2) 調査手順 

本研究では，既存研究3)と同様に阪神高速道路に係わ

るツイートを調査対象とする．まず，著者らが既存研究

で作成した一般道，高速道路の路線名，サービスエリア

名やインターチェンジ名等の単語を収録した地名辞典を

用いて，2016年1月16日から2016年6月18日までに投稿さ

れたツイートをTwitter社提供のSearchAPI
7)を用いて収集

する．次に，それらの中から「阪神高速」又は「阪高」

のキーワードを含むツイートを抽出し，そのツイートの

投稿者情報をSearchAPI
7)にて収集する．APIを用いると，

ツイートの本文，投稿時間や付与されていれば経緯度

（Geoタグ）等が取得できる．また，投稿者情報は

Twitter上での名前，自己紹介や居住地等が取得できる．

さらに，過去に阪神高速道路に係わるツイートを投稿し

た投稿者は阪神高速道路の利用者である可能性が高いた

め，投稿者毎にツイートが時系列に並ぶログ（以下「タ

イムライン」という．）をstatus/user_timelineAPIを用いて

収集する．そして，収集したタイムラインを確認し，

Geoタグの付与率や位置情報に関する単語が含まれるツ

イートを確認する． 

 

(3) ツイート収集結果 

ツイートの収集結果を表-1に示す．一般道や高速道路

に係わるツイート2,148,672件のうち，阪神高速道路に係

わるツイートは22,704件，投稿者数は13,457人であった．

このうち，阪神高速道路上の位置を特定できるツイート

の投稿者数は983人であり，その投稿者に係わるタイム

ラインのツイート数は604,780件であった．位置情報に関

する単語が含まれるツイートは，いずれのツイートにも

一定数存在している結果となった． 

 

(4) 道路利用者のツイートの分析結果 

収集したツイートを分析した結果，次の2点の知見が

得られた． 

1点目は一般道や高速道路に係わるツイートには多く

の位置情報が含まれていた．一般にツイート全体（平均

7,000万件/日）に対する経緯度（Geoタグ）の付与率は

1%以下と言われている．本調査で収集したツイートを

確認すると，一般道や高速道路に係わるツイートの経緯

度（Geoタグ）の付与率は2.8%，中でも阪神高速道路に

係わるツイートは10%となっている．このことから，道

路を利用する投稿者はツイートに経緯度（Geoタグ）を

付与する傾向があることがわかった．また，ツイートの

本文を確認すると，経緯度は付与していないが，文中に

位置情報を特定できる単語が含まれている場合があり，

これらも含めると移動情報の推定数が向上すると考えら

れる．さらに，タイムラインのツイートに着目すると，

自身の所在等を投稿する際に利用されている「なう」と

いう語尾を含むツイートや，Twitterと連携した位置情報

ゲームアプリから投稿された店舗やランドマークに関す

るツイート等，位置情報を含むツイートが多く確認でき

る．このことから，タイムラインのツイートの文章を時

系列に分析すると，道路利用者の移動情報が推定できる

と考えられる． 

2点目は交通量増加の要因を把握できる可能性がある．

複数の投稿者が同時期に同じ位置情報を含むツイートを

投稿する事例が確認できた．例えば，店舗等で開催され

るイベントへ向かう内容を複数の投稿者が投稿していた．

このことから，交通現象の発生の要因となるイベントの

把握に利用でき，道路交通対策への活用が期待できる． 

以上の調査結果から，ツイートを投稿の時系列に分析

することで，定量的データからは把握できなかった道路

利用者の移動目的や所感等を含む移動情報を把握できる

可能性のあることがわかった． 

 

 

表-1 ツイートの収集結果 

項目 ツイート

数（件） 

投稿者数

（人） 

経緯度（Geoタ

グ）の付与数

（付与率） 

一般道や高速道路

に係わるツイート 
2,148,672 614,840 59,160 (2.8%) 

 阪神高速道路

に係わるツイ

ート 

22,704 13,457 2,444 (10%) 

  投稿者の 

タイムライ

ン 

604,780 983 12,851 (2.1%) 
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3. 道路利用者の移動情報の推定手法の考案 

 

(1) 推定手法の概要 

本研究では，道路利用者のツイートを時系列に分析す

ることで，移動情報を推定する手法（以下「本手法」と

いう．）を考案した．本手法の手順は，図-1に示すとお

りであり，投稿者単位で発着の一連の移動情報を抽出す

る．図-1の網掛け箇所は既存研究と同様の処理であるこ

とを指す．本手法は道路利用者のツイート抽出機能およ

び移動情報推定機能から構成される． 

 

(2) 道路利用者のツイート抽出機能 

本機能では，道路利用者が投稿したと考えられるツイ

ートを抽出する．まず，既存研究3)と同様に事前に作成

した地名辞典を利用して対象道路のツイートを収集する．

そして，そのツイートの各投稿者の前後1日分のツイー

トを収集して道路利用者のツイート群として出力する． 

 

(3) 移動情報推定機能 

本機能では，前述の機能にて収集した道路利用者のツ

イートを分析して移動情報を推定する．まず，投稿者の

日別のツイートを投稿順に取得する．次に，ツイートか

ら位置情報を抽出する．経緯度の位置情報が含まれてい

る場合はそれを優先的に採用する．一方，含まれていな

い場合はツイートに対し，MeCab
8)を用いて形態素解析

を行い，「地域」として判定された形態素を位置情報と

して抽出する．ここで，一日の中で最初に抽出した位置

情報が高速道路上である場合は，投稿者の居住地を出発

地として追加する．そして，取得した位置情報をジオコ

ーディングAPI
9)を用いて座標に変換し，それらの地点を

通る経路を作成する． 

 

 

4. 本手法の評価実験 

 

(1) 実験内容 

本章では，道路利用者の移動情報の推定可能性を検証

するため，本手法を適用して実験する．実験は，ツイー

トを分析して出発地および到着地を推定し，日別に投稿

者数を集計する．そして，最も投稿者数が多い日の結果

を地図上で可視化して分析する．実験データは，第2章

で収集した2016年1月16日から2016年6月18日の154日間に

投稿された阪神高速道路上での位置情報が明らかな投稿

者983人とそれらに係わるタイムラインのツイート

604,780件を対象とした． 

 

(2) 実験結果 

本実験で推定した移動情報を日別に集計した結果を図

-2に示す．そして，最も推定数が多かった2016年6月11

日の18トリップのうち，適切に地図上に描画できた7ト

リップを図-3に示す．図-2を確認すると，3月頃から土

日に集中して推定数が多くなる傾向があり，観光等の目

的での利用者が多いことがわかる．また，図-3に示すと

おり，高速道路上だけでなく，一般道を含む移動情報を

推定できることがわかる．分析したツイートの内容を確

認すると，「I'm at EXPOCITY in 吹田市, 大阪府」等の詳

細な位置情報を示すツイートを抽出ができていた．各ト

リップの立ち寄り場所に着目すると，トリップ3，4がい

ずれも同時間帯に万博記念公園周辺を通っている．該当

日時のイベントを調査すると，付近のスタジアムでサッ

カーの試合が開催されていたことがわかった． 

一方で，「アメリカンサイズのホットドッグ完食」等，

移動情報として関係がないが位置情報（ここでは「アメ

 

図-1 本手法の手順 

 

マイクロブログ
（Twitterのツイート）

道路利用者のツイート抽出機能

投稿者のツイート抽出処理

移動情報推定機能

ツイートの文章解析処理

投稿者の位置情報抽出処理

地名を含むツイートの抽出処理

投稿者毎の
移動情報推定結果

経路算出処理

道路利用者の
ツイート群

地名辞典

・・・本手法で提案する処理
・・・既存手法と同様の処理

2016年1月 2016年2月 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

27 28 29 30 31 1 2 31 1 2 3 4 5 6 

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 

24 25 26 27 28 29 30 28 29 1 2 3 4 5 

31                           

2016年3月 2016年4月 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

28 29 1 2 3 4 5 27 28 29 30 31 1 2 

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 

27 28 29 30 31 1 2 24 25 26 27 28 29 30 

2016年5月 2016年6月 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4 

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2 

■推定数10件以上 ■推定数5件以上10件未満 ■推定数5件未満 

図-2 日別の阪神高速利用者の移動履歴推定結果 
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リカ」）として判定されるものが存在しており，その場

合は移動情報が正しく推定できない場合があった． 

 

(3) 考察 

本手法を用いると，ツイートから道路利用者の移動情

報の推定が可能であり，道路管理者が保有している計測

機器では把握できなかった一般道を含む実際の出発地お

よび到着地を把握できる可能性のあることがわかった．

また，複数の道路利用者が同じ到着地へ向かっていると，

その地点のイベント等も推測ができ，交通量の変化要因

の把握等に役立つことが示唆される結果を得た． 

今後の課題を以下のとおり考察する．まず，本手法で

は過去に高速道路に係わるツイートを投稿していなけれ

ば推定ができない．しかし，それらのツイートを投稿し

ていないが日々道路を利用している投稿者は潜在してい

る可能性があるため，今後はスタジアムでの試合のよう

なイベントに関するツイートから道路利用者を推定する

手法を研究し，移動情報の推定数を増加させる． 

道路利用者の移動経路に着目すると，イベント等へ向

かう往路での移動中には細かく位置情報を投稿するが，

復路での移動中にはツイートが減少する傾向が見られた．

そのため，復路が正しく推定できない場合があるが，

日々の投稿パターンから時間帯別に位置情報を分析する

と，復路を推定できる可能性がある．また，実際の移動

情報とは直接関係のない位置情報が取得される問題は，

それを除去するクリーニング処理を追加する必要がある． 

 

 

5. おわりに 

 

本研究では，道路利用者のツイートを時系列に分析す

ることで移動情報を推定する手法を考案した．本手法の

評価結果から，ツイートを分析すると主観的なデータの

補完になる可能性を確認した．今後はイベントベースで

の移動情報の推定や投稿数の少ない復路の移動情報の推

定手法を研究し，推定精度を向上させていく予定である． 
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図-3 2016年 6月 11日の阪神高速道路利用者 7トリップの情報（出典：Google Map（2016年6月）） 
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